2024年度用

明治大学学生海外トップユニバーシティ留学奨励助成金応募用紙
応募者情報
	所　属
	学部生
	     学部     学科     専攻     年     組     番

	
	大学院生
	 FORMCHECKBOX 
修士　博士 FORMCHECKBOX 
前期・ FORMCHECKBOX 
後期　
     研究科     専攻     年     組     番

	学生番号
	     

	ふりがな
	      

	氏　名
	     

	緊急時

連絡先
	本人と連絡が取れない場合や緊急時等、大学から緊急連絡人にご連絡させていただく場合があります。

	
	緊急連絡人（氏名）：     
	本人との関係：     

	
	電話番号：     　　　　　　　　　　　　　　　email:      

	応募助成金
種類
	 FORMCHECKBOX 
 助成金S ( FORMCHECKBOX 
1学期間　 FORMCHECKBOX 
2学期間)　　  FORMCHECKBOX 
 助成金A ( FORMCHECKBOX 
1学期間　 FORMCHECKBOX 
2学期間)　


受給者の義務
（１）帰国後、本学に在学中に国際教育センター主催の海外留学説明会及びオリエンテーション等での発表や、明治大学が発行する出版物等への留学体験記の寄稿等並びに大学が実施する様々な留学促進の取組みのいずれかに必ず協力すること。
（２）卒業後に明治大学が実施する留学促進のための諸活動に積極的に協力すること。
（３）本助成金の受給内定後、助成金支給に必要な書類を指定された各期日までに提出すること。

（４）留学情報を適切に報告すること（特に、応募後やむを得ない理由により留学期間を短縮した場合は、留学期間に応じた助成金額に調整する必要があるため、必ず早めに申し出ること）。
（５）留学終了後速やかに以下2点の書類を所定の提出方法にて提出すること。


①留学報告書（海外トップユニバーシティ留学奨励助成金所定書式）


②留学先機関発行の成績証明書原本コピー
助成金給付の取消し
（１）退学、停学及び除籍等の処分を受けた者
（２）留学の許可を取り消された者
（３）当初予定していた留学期間を短縮した者
（４）留学期間中、休学、退学又は除籍した者
（５）留学期間中、長期の欠席等修学状況の不良が明らかになった者
なお、留学中単位の修得が全く無かった者については、原則として助成金の給付を取り消すこととする。

（６）申請書類等に虚偽の記載があった者
（７）受給者の義務を怠った者
（８）その他、受給者として適当でないと認められた者
	誓約

	私は明治大学学生海外トップユニバーシティ留学奨励助成金の受給者の義務、助成金給付の取消しのルールを理解し、助成金に申請します。申請内容に虚偽が判明した場合、果たすべき義務を行わなかった場合、留学先の高等教育機関等における教育課程で科目履修することなく帰国した場合、全ての履修科目において単位未取得である等、留学先大学での成績が不良の場合等、助成対象者として適当でないと認められたときは、奨学金の返還を求められても異議の申し立てはいたしません。

	署名

（手書き）
	署名日：　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日
（署名）



※提供された個人情報は、本助成金への申請、支給手続きに係る業務にのみ使用されます。

